介護保険に係る住宅改修の手引き

（施工業者様用）
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美浜町厚生部福祉課高齢介護係
２１世紀に入り、急速に進む少子・高齢化により本格的な高齢社会を迎えています。これに伴い、今後ますます増大する高齢者の介護需要に対して、２０００年４月から介護保険制度が施行されました。

この介護保険制度には、給付対象に住宅改修費が含まれております。訪問介護サービスなど様々な在宅サービスを受けながら住み慣れた自宅で自立し、安心した生活をおくれるようにするためには、高齢者等の心身の状態に応じて適切な住宅環境を整えなければなりません。
また、高齢者自身の自立の促進や介護者の負担軽減を図るためにも、介護保険制度等を活用しながら適切な住宅改修を行う必要があります。

本手引きでは、介護保険に係る住宅改修の基本的な流れを取りまとめましたので、少しでもお役に立てれば幸いです。

平成２９年４月

美浜町厚生部福祉課介護係
住宅改修の基本的な流れ
1　改修の依頼を受ける

　ケアマネジャー（介護支援専門員）／本人・家族から改修の依頼を受ける。

注意点　本人・家族から依頼を受けた場合は以下の項目を確認してください。
1 介護保険の認定を受けているか。

2 現在、在宅か。

※病院に入院していたり、施設に入所している場合は介護保険の対象となりません。退院・退所を目的に入院・入所中に着工する場合は本人・家族の承諾書が必要となります。

3 改修する住宅の住所は介護保険被保険者証に記載されている住所と同じか。
4 改修する住宅は本人の持ち家か。
※本人以外の家族の所有または借家等の場合は、所有者の承諾が必要となります。
　⑤　ケアマネジャーに相談しているか。
2　改修内容の検討・決定

　施工業者、本人・家族、ケアマネジャーの立会いのもと、具体的な改修内容を検討・決定する。

注意点　改修内容の決定については、以下の項目に注意してください。

1 本人・家族の要望について

　本人・家族の要望は千差万別であり、誰のために、何をしたいのか、どうしてそうしたいのかを正しく理解していなければ、せっかく改修を行っても介護保険の対象とならなかったり、効果の薄いものになってしまいます。本人・家族の要望が必ずしも必要な改修ではなかったり、本人にとって使いやすい改修になっていない場合もありますので、何が原因でできないのかを把握する必要があります。
　（例）本人・家族の要望「お風呂を改修したい」

　　　○浴槽が深いので、またぎが困難

　　　○浴槽のふちのタイルが厚くまたぎが困難

　　　○浴槽内から立ち上がれない

　　　○浴槽の入り口に段差がある

　　　○介護者の介護負担が大きい　　・・・など
　　　
②　本人の心身の状況や日常生活の動線について

　工事が行いにくい等の理由で本人の日常生活の動線を変えてしまっては、せっかく改修を行っても使いにくいものとなってしまいます。日頃の移動動作を確認し、加齢や障害の進行による移動方法の変化等にも考慮することが必要です。また、身長・体重、健康状態、生活に支障のある身体障害なども考慮し、本人が持っている能力を最大限に活かす改修を心がけてください。
③　住宅の状況について

　介護保険の支給対象は「小規模な住宅改修」に限定されています。古いからといって、基礎からやりなおすような工事の場合は支給対象にはなりません。必要がある場合は本人・家族に十分な説明を行い、自己負担になることの了解を得てください。
④　支給限度額について

　介護保険の住宅改修費の限度額は２０万円（うち利用者は１割または２割負担）です。大がかりな工事になると自己負担額が大きくなり、本人・家族の負担になってしまいます。
5 住宅改修の必要性について

　　本人・家族が希望する住宅改修がすべて介護保険の住宅改修として認められるわけではありません。担当ケアマネジャーが改修目的、改修内容、改修後の効果等を総合的に判断して「住宅改修が必要な理由書」を作成するため、必ずケアマネジャーと十分に連絡調整を行ってください。

3 改修前写真の撮影

　本人・家族から依頼を受けた場合、改修前写真を撮影してください。（デジタルカメラ可）
　注意点　

　①　撮影日を必ず入れる
　　撮影日が分かるようにカメラのDate機能、工事用黒板等を用いて撮影してください。

2 段差解消の場合、段差の大きさが分かるように撮影する
段差解消の工事（床かさ上げ、スロープの設置等）は、改修前写真で段差の大きさが分かるように段差部分にスケール等を置いて撮影してください。（※改修後写真の撮影時も同様にする）

3 全体像が分かるように撮影する

　どの部分がどのように改修されるのか分かるように撮影してください。
4 撮影した写真に番号をつける

　写真に連番をつけ、どの部分を撮影したか分かりやすくしてください。（写真番号を平面図にも記入する）

4 見積書の作成

　改修内容の検討により決定した内容に基づき見積書を作成してください。施工方法や材料など改修内容の選択肢を広げ、本人・家族が改修内容を正しく理解し、意思決定しやすいよう高齢者に配慮した見積書を作成してください。

5 平面図の作成

改修に伴い、居室からの日常生活上の動線を把握するため、住宅全体の改修前・改修後の平面図を作成してください。

　注意点　

1 縮尺を正しく表記する

　　厳密に記入する必要はありませんが、ある程度縮尺をそろえてください。
　②　段差の大きさが分かるように記入する
　　敷居分の段差がある場合は、段差の大きさが分かるように記入してください。

　③　既設の設備がある場合は、それらを記入する
　　　改修箇所が既設と新設の設備と重複していないかなどを精査するため、既設の設備については図面中に記入してください。

　④　写真の番号を記入する

　　平面図に該当の写真番号と撮影方向（矢印など）を記入してください。

６　町への事前申請
事前申請は、改修内容が支給対象とならない場合のトラブルを避けるためのものです。ケアマネジャー、施工業者、ご家族のどなたでも結構ですので、必ず着工前に町に相談してください。事前申請がない場合には支給できません。なお、提出の際には、原則、「介護保険被保険者証」の提示が必要です。
注意点　事前申請には以下の書類が必要になります。
①　介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修費支給申請書
②　住宅改修が必要な理由書（ケアマネジャーに作成してもらう　※）
※ケアマネジャーの他に作業療法士や福祉住環境コーディネータ検定試験2級以上の資格取得者等も理由書作成を行うことができます。

③　見積書（利用者本人の氏名が記載されているもの） 
④　平面図や改修前写真（日付入り） 
⑤　承諾書（入院・入所中の場合や住宅が本人所有でない場合） 
7　契約

町への事前申請で改修内容等に変更がなく、本人・家族の同意が得られたら、正式な契約となります。

8 着工
実際に工事にとりかかります。工事内容に変更が生じた場合、本人・家族、ケアマネジャーと十分協議し、町に変更内容を報告してください。その際、改修前写真の取り忘れにご注意ください。工事完了後は本人の使い勝手や検討どおりの効果が得られたかを確認してください。
9 改修後写真の撮影

　改修前写真と同じ場所・角度で改修内容が分かるように撮影してください。

10　工事代金の受領、領収書の発行及び添付書類の作成

　完成後、代金の領収を行ない、領収書を発行してください。
　償還払いの場合には、工事代金の全額が記載された領収書を発行してください。
　受領委任払いの場合には、工事代金のうち自己負担分が記載された領収書を発行してください。ただし、工事代金が２０万円を超える場合には、自己負担分に超過額分を加えた額としてください。
　注意点　

　①　見積書作成時点と工事内容に変更が生じた場合

現場の状況により、見積書作成時点と材料等に変更が生じた場合、変更後の請求書（内訳書）を発行してください。

2 領収証の宛名は、工事代金を支払った人ではなく、被保険者本人の氏名を記入してください。
　③　但し書きには「住宅改修費用」と明記してください。

　④　改修前・後の写真（日付入り）は比較しやすいよう貼付し、場所等必要事項を記入してください。

11　住宅改修費支給申請書の提出
本人・家族、またはケアマネージャーから依頼を受けた場合は、施工業者が代わりに町へ住宅改修費支給申請書を提出してください。

注意点　申請には以下の書類が必要になります。
①　介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修費支給申請書
②　領収書
③　内訳書（請求書）
④　改修後写真（日付入り） 

12　その他

町で申請の受付・審査後、指定された口座に振り込みます。要介護状態区分（要介護度）に関わらず、支給限度額を２０万円として、住宅改修に要した費用の９割または８割（最高１８万円または１６万円）が、介護保険から支給されます。
なお、改修工事完了後に適正化にかかる完了検査を実施することがあります。
ご不明な点等ありましたら、下記までお問い合わせください。
+問合せ先：美浜町厚生部福祉課高齢介護係　電話0569-82-1111（内線361・362）
